
本邦産ハンノキ属樹材の識別 l二|調する研究

(第 1 報)髄線の性質

Yaichi KOB川'，1811l: Identification of the ]apanese Alder Woods. 

( 1) The properties of wood rays. 

農林技 i!Y 材ょ j爾

I 緒 日

-181-

本子1;産ハンノキ似の Ì:'集結I付のI議日Ijに関寸る研究は，既に iü[イヤ(1) ，ゴk.!I;-(~) ， )j 主 1:'(，jO) , )た...:j~(4)

与によってなされ p 内IIl.HI'~或は flJf;';-IJ学的にー応は究明されて}~- i) ，また山林(りは朝鮮庄ハンノ

キ/，:r;~ 7 Hiの1'-J-(l)市r約jリに関し詳細lに研究記;Ii~ されているが，そり ql ヒロハハンノキ p ケヤ γ ハン

ノキ，ミヤ σ ハンノキ，ヤマハンノキ，ハンノキの 5 HIば殺が国にも産する樹臨で参与になる

点がI見:だ多い。然し乍ら-{.:邦に産するとの同心樹間l主意外に多く，本r:Tj< G)によれば =3 H: , 12 

変H: ， 2r:Mifiが挙げられてゐ 1) ，こ ~L"$;のIj l には Jミだ研究記ii去のない樹附が多く数えられる 0

JlIにú;l{上り研究告白浜を検討するに，とのl討の樹材に限ったものではないが，充分なる I1二昨の1) 1，:

試々料i亡人1，= l 、て記されたと覚しL 、ものは少 L 、上うであって，木村N~~成袋井4の変具'1'1:主:について

もぷだプピ íJ-l ヒ~i交検討されていない}，\i.が感知され，記;1主されている性ftが促してその樹f:ifi:に骨;岳

的なものであるか否か不|引なものがある。

三任 x-はたまたま付回鑑定の依煩を'乏けた村の r!l にとのハンノキ属(0-11，'， 1休があって，その樹

午'fi:の !I、 IJ !.ëに :1!Jt (.り Ú!U主の研究心I;X'FJj'fのみで、は識\J Ij，fi~めて L1;J刻l であったが，な;t-Hi 々 ;v，'，j査の結

果疑l!ijの点も生じたので、共事就位の交献に記;1主されている識日Ij拠，'，15.に再検討を)JII える日 (1守を以

って当引にある総本とその後三~tX-が蒐集した試料とに基いて節々研究調奈を行った。もとより

とのような合は多荒のlI:(r'{i1なる ;iANのJ1備に伐たなければならないがp 戦災に上って tit多i'L'E

なる椋イヰ， ~Z市k~与をクとってしまった当喝の現状と辛4-(0韮才・を以ってしては満足なる成県のf'J

ら J し1:ぅ冗:もないが， 2 ， 3 (0新丸l見を得たので，それ等の点について途失公去する予定であ

る。ととには取り政え1-'1話線の性質lこ関する事項について、出告する弐第である。

本稿を了，'.するに当り，極々御指導と御{更立を頂いた東京大学猪熊教授，並びに常に懇話なる

{針l配慮と fJ:/l被誌をいただいている斎藤木材部長，ノト合材料科長をはじめ，種々御援助下さった

木村幸u識のf究主の足農林技官，HIIポ新j子氏及び飯塚三代子， 佐伯千鶴， 佐藤庄ーの諸氏に対し，

また111:-試々料D県民に御協力下さった東京大学長学部附属演習林p 当場浅川分ー宝の王子:下技官 9

l'iJ じく組(~UiJF究去の材、技行等に対しi柴山なる謝立を去する。
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料々試イ共1 

木村の*I fJi&は}技術に :-1えば樹+:の 1，1'令，樹休の部分，或は:ú:地 p 生育状iX/!}:こよって一様で・

はなく，従ってその 1，1~本的aドliftの究IlfHz:.当つては，一応少くも 20 年生以上の ll::'li;;なる訪i 本~

'一選定し，胸r(:jの部分より試料をJ来集するを常識とされているが，手1ft 々のミ]l:'I'liJ'で一定市屈な li.より<'f

は件目1fいものである。1Í[1J:V研究成果をみても，その，I.'.Î.l乙関レI!IJ?H としないものもあって，比

較検討する場合J

, ~ft 斤の i式料も亦不満足なものであるが，その刷l長をノJ~せば抗 1 ゴl三の泊 1) であるう
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と;~tic/コ，;え料について r1~JI IlW'J観慌を fj l.、，Efi_に 'jif法によって検1r~椋本を作製して僻川学的性'lt

の研究，u，'ð脊を行った。

111 研究芳法の概要

(1) 栄介↑街地について

;じサコ1J f.:，i，~々 ;{:'I の本[1，収 r 1, t正日の 3 断面iについて， 'f主J fI日に 10 供程度のルーペをfMIJ して

その/1 11現の状態と，之が，仔否と樹附との関係、を観察迫及し，更に検Æ5ß資料について，解者IJ学的

形態を制杏し，併せて紫合髄奈良存百決定の昨実性を!t月した。

(2) 狭髄純について

ノハ、ンノニキ干 E骨尉ド元;の狭髄ね紘Aは何れの樹陀にあつても f径妥旬断fn而l訂可引lに亡於ては I万』

fI限l限込にても;認忠めら iれLるが，棋横今!断所凶而i及び触!断折両 lに亡於ては?全杢〈判l明呪せサ歩， との性ftの詳細なる究IIJJ は

専ら顕fl協:2(1サ方法 l乙頼らざるを得ない。

而して一般にf曲線のffJ!(';'fIJ学的形態のq-，)，'I'!:i土触断而上に於て最も顕者であって，それl伎に従来

fA.J 外の木材1o/(';'\.IJ学x-はイl吋ももとの IJtfn'j jの形態をもって木材識)jIU-_の資にfJ1Jせんとして，それぞ

れの標準Iíl! を定めて分期している。

ミír者はとのr.~の形態的l羽査に )IJ いて最も埴切と，巴われる山林仰のうHJi Jj法によるととにした

が，との鼠に関聯性のある単列及び複列髄線の棋i\fï型と ， q' ，):1ピfti付ヰIÍ)~(I"JI乙定めた!~~! (Ba' , 

Bb' , Bs) に就℃示せばJくのようである。

l 狭髄紘

A 単列i極秘

L 総状型」一一尖端車IH胞は.Jifl日lラえは殆んど卯形 iこして，尖端はiÍilU到。共全形は純状を呈

す(紘状単列髄むíi:)。

Aa-ー-11て杭臥車111胞のみよリ成。 q~II\J*ln胞は円形又は方形 p 時としてい;川形又は広

桁flJ形のもの一一マユ.しハンノキ。

Ab-凡て杭臥料|胞のみよ 1) 成ーりr! lll\]市111胞は長持fIl形又は長方形を呈するもの一一

ヤマハンノキ。

Ac-一一横臥細胞及び縦ylJ*fII胞より成り中間細胞は円形及び長楕円形の細胞混在せる

もの，若しくは方形及び長方形細胞D混在せるものー-マサキ。

2. 針状型ー一尖端細胞は長卵形又は殆んど長卵形l亡近き形を呈し凡て縦列細胞より成

れ尖端は銑頭。会形は針状を呈す(針状単列髄出)。

• Ad←-rl~11日帝国胞は横臥細胞のみより成上円形又は方形を呈し，時として楕円形若

しくは広楕円形を呈す一一ーチョウセンパツコヤナギ。

Ae-一中11 日記IIi胞は横臥和11胞又は縦列細胞よりなり長持円形又は長方形を呈す--~カ
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ンボク，シヒノキ。

Af--rjti/\J市/1 1胞は横臥制 11胞及て主主従列制il1ê!上 1) 成 i) 川Jiラ及び 14十古川 11予の車lIi胞 ili (1うする

か，悲しくは方形及び、長方形おH胞の出在せるもの一一一サカキ，チョウセンミネヤナギ。

B 桜列ff，fi紘一市!II n包数 2 ffi,l (悩MiALに 3 111") :，l(~ :91J し，共会11';は紡錯状再三呈す(紡}tji状復

タiJ'ì.6fî線)。

1. .ì1 (;: 泊型

Ba-}Lて杭UiA.*IH胞のみよりなり'I ti/ \J制 11胞は川形 3くは!五十f'JIq 11'; ;打しくはイ;背多角形

を呈し，尖端創11胞はEífJ}f;又は桁んどÝ/J11ヲを呈すー 『オオヤマレンヂ p アヅキナシ。

Ba'←ーさながら単列髄線 Aa と複列髄机 Ba と併合した如きもので， I'Lて十~l!:~.心11111包

j: i) Iえり ~lti/\J*11l胞は1'111手又は広桁川 Il'b を呈す。

Bbー-J-Lて横臥車111胞のみよりな 1) 11 '11\1市/1 1胞は概ね片付j川砂を呈し，尖1i'rU*IH胞は lJfJ 11ラ

スは拍んど卯 I1手に泣き月三を呈す一一ヤチダモ，サンショウ。

Bb'---Ba' の主n< 単列髄線 Ab と複列髄;F)í~ Bb とfJí二介した如きもので，従つ二凡て

横臥車I Il IJ包より成り Ba と異なるととろは， 'I tii\J制|胞が概ね長時/lJII予を呈する点である。

第 1 図

縄断面上の骨量線主|

AF1 Ab Ac Ad Ae 

fj 
Ba. a゚.' Bb Bb 

II~Î~の発見につとめんとするものである。

Af 

Bs 

Bs- ーーやはり

単デ1]，復手IJの fJf'合 11三で

あるが，償i;if，*111 1J包と縦

デiJ知|胞からわIJ!~二 JJi: さ J して

いる (~í-J図 No_1) 。

うづM\~所 rJ'Ji. I-_1 こ於け 3

狭尚r，ií! \Í>f~;~;lrj'-\'! そ図ノJ~

すれば第 11さ!の ljll くで

ある。

目、-':;;己Ht した Ml;に

上って抽!所耐に於ける

狭髄紘の形態を観察記

載し，併せて r[J ，まfII胞

正;j ， :，l(~列細胞数等の性

質を調査ìJ!IJうとし，自l[ 1主

の研究成果と比較検，i-t

して各樹陸間jに於ける

特徴を見1-1\し，言及別拠
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W 衷合髄繰の性質

(1)各!Wn'rîの 11予j島

木 III I'I Îにて l切らかに帆の広い純として認、められ，且との髄叫が走って L 、る部分け"\ミ的界は[lIJ

んで， JJ巴 j三方 l ，'rJ の成長がSØiA してし、るととが見られ，十IE rIげiÎにてはミズナラのす己引の古/[き形状で

現われるが ， JHJt手\1織が比較的椴併な関係もあって余り判然とはしない。また似! jn'IÎIこて之を

;J日Il/f乙観察するときは O.5~2cm 1立の紘としてl認められるが，各誌1粍11\lに於てはいrhite Ook 

と ε'Red Ook との11I1 に認められる~/[き顕著なる長さの差異はなく[iîJ(民干rflllllの識別拠九とはな

らない。

雪作 2 凶
栄介Wfí純の/l I，~見と樹

J;手成長止の関係をみる

に，とれだけの調査で

はキr'friíiMIリなととは r ï え

ないが比較(1

広いf伽仙仏凶附iげf休本に』は主!川1'，現z率F容主が

小さ(，又 !riJ-jjrrrIHえで

も肥大成長の良Hな部

分に 1\1，現数少く成長の

思い部分に敏郎された

主II <多く出現する C*

2 図参J!H) ょうであ

る。

~1;:tみにエゾハンノキ

とケヤマハンノキの各

-'WrIH~をとり *ffN:í~析W~

の例iこならってJ不JI7-した flj板の木r1而につし、て，その l川\1，現数の関係を調査した品私討II

の遇りでで、 P 年倫i之が増せば，即ち成長量をi許すに従ってその IU現数は増大しているが， /'1三愉長

の単位長さ当りの/:['，現数は区々であって，十主J令，樹高等とイirJ等関係的なl主買は見it~ されない。

ケヤマハンノキに比し，ヱゾハンノキの方がIH現数が大きい結果が得られたが之l土佐Ji主的特徴

とは判定されない。

触断固に於ける顕v投鏡的構j去についてみるに，その形態は区々で，只単列髄棋がiE しい排列

型をとって密集せし主nきもの(附図 Nü.2) 或は単列，複列又は叉状をなせるものが混然来合

せしþll きものから，本級世等の要素と雑然と結集し，全く狭髄誌の来合体とは見えない復雑な
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茸52 去来合髄娘の lii現数

ヱゾ、ハンノキ (Alnus japonica S'n:Ul)(,r. var. arguta C Ar,T.nm) 

年~!命 l 当年生 ! 10 年前生 20 年前生 30 年前生

\\同年輪長|髄線数i12E!竿輸長!髄線数[12雪~I年輸長!鎚線数112盟主|年輸長|髄鰍|12琵
円板 ¥¥l cm l |古現数 l cm l |出現数 1 cm I ，w-=I 出現数 1 cm 1"""==1 出現数
ー脊号 "1 ~... I 1 '一一一~... I ー一 1 ~'H I ，.L，~/'= 1 ~'H 1 

1 1105.0i 5651 5.6 90.0 印 5.8 I 即日14311 54I690(350 51 

2 78.5 467 I 5.9 67.0 307 4.6 i 58.0 318 i 5.5 I 52.0 220 4.2 

3176.0143615.7165.03715.7157.032415.7150.o!30316.1 

4i680iml53161 ・ o 305 5.0 i 50 ・ o 253' 5 ・ 1 134211166 

5 66.0, 266 I 4.0 54.0 220 4.1 I 42.5 157' 3.6 I 32.01 119 , 3.7 

6156.5J19613.5141.01784.335.012812.9124.5:B9i3.6 

7151.Dl lf5lu lιo 157 3.5 34.0' 117 3.4 1 25.0' 96 I 3.8 

8 43.01 186 1 4.3 I 34.0 142 4.2 24.0 86 , 3.5 1 13.5; 49 i 3.6 

9 1 30.01 1621 5.4 1 21.0 120 5.7 11.5 57 5.0 1 1.5: 14! 3.3 
1 ~~'~I .~- 1 ~.. 1 

_.._ ._- _.. . .._ _. _.- 1 "-1 .. 

年輪 i 40 年前生 I 50 年前生 1 60 年前生 | 70 年前生

年jm担割問語lff吋l2聾i年間同時(対一1 1寵
1 ! 59.01 270 I 4.6 50.0 223 4.5 34.0 143 , 4.2 I 11.5! 56' 4.9 

2 I 44.5[ 217 I 4.9 34.0 163 5.0' 18.01 72 4.0 ! 

3 I 26 ・ 51 298 i 8 ・ 2 23.5 98 4.2 2.5 25 10.0 ! 

4 30.51 117 1 ~・ .8 14.5 81 5.6 t 

5 1 19. 51 68: 3. 5 

6 8.51 42 i 4.9 

7 : 12.01 35 2.9 

8 I 

9 I 

tß3 去来合髄がiiの 1'"現数
ケヤマハンノキ (Alnus tinctoria SAHGEX'l' var. velutina HM1.A) 
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第4 去 来イト髄綿の H\現数

ヱゾハンノキ (Alnus japonica S'l'Eum:r, var. arguta CII.r.J]w.) 

年輪 10 年生 20 年生 30 年生 40 年生

'-. j主摘1向荷

円吋T古i¥ 要 if手附〈
番号 、 cm 出現数 cm 11出H現郵殺【 cm 出現数 CI1l i 出現数

21.0 

19.5 

102 I 4.9 , 

68 3.5 

38.0 155 

34.0 163 

35.5 207 

35.0 162 

32.0 119 
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年 li街 50 年生 60 年生 70 年生

有-~H ~変~ r.:r-~.D， IE_ I ー ι .fr.:t:b-:.:1" :-駻:f:b. ~ 1 ~~I 
円弘主 l 年託子[髄轍君昔話芸;年常髄鰍 12警昔話芸i 年野|髄線数 2琵域

71.0 410 5.6 82.0 4.60 5.6 97.0 523 5.4 

2 58.0 318 5.5 67.0 357 5.3 

3 58.0 328 5.6 6γ.5 381 5.6 

4 61.0 305 5.0 

5 

6 

ワ

B 

9 

第 5 去来合髄棋の出現数

ケヤマハンノキ (Alnus tinctoria SA1:'GEN'l' var. velutina HARι) 

年愉| 1D 年生 20 年生 30 年生

日除!て1 年間出現数 12T5域年野|出悶抗議年同H現数 12町議
47.0 58 1.2 101.0 254 2.5 140.0 533 4.0 

2器 21.0 24 1.1 61.5 89 1.4 73.5 232 3.2 

3 33.5 25 0.7 86.0 71 0.8 106.0 2ヲヲ 2.7 

4 35.0 23 0.7 68.0 151 2.2 

5 38.0 30 0.9 55.0 133 2.4 

6 17.0 , 47 2.8 46.0 121 2.6 

7 19.0 : 56 2.9 

B 19.0 I 7ヲ 4.2 

註第4表及び第 5 ヨ廷の竿倫は中心部より数えたもの。
発第 3 表と同一。
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る形態をなせるもの(附図 No.3) もあしまた楽イヤV '，f;IJ合が rl:fだ峨で肉 Iln的にじ;之を紫合髄

線として観察されないと，目、われるようなものまである。

而して多くは横i&I車/11胞から構成されているがql には|川らかに拭T!Aと縦列の両市IUIJ包から成立せ

る髄減の混在しているものもある。而j してやJれもその外郭は概松長い紡錘形を呈している。

横断的{に於いて十Ì:泣すべきととは栄介部i亡於ける木繊維等の細胞が他の部分のものに1t しえ

形でIl)i日tをの薄いととである。

(2 ) 来合髄棋と松J陀との関係

既往の文献によれば，一放にとの属の特徴として第ーに乗合髄線を有するととが挙げられて

居り，との点については外国の文献に徴しでも同属樹材の多くは之を有するようであってハン

ノキ属の主要樹種にクいては一応1I1Jl越はないようである。

然し乍ら p との特徴は，との属の総;ての樹種に共通のものではなく，来合髄械の仔否と樹極

との関係について主任 11'は共のような結!誌を得た。

(1) 紫合髄械を有する樹種

ハンノキ (Alnus japonica S'l'EUlH;L) 

骨ヱゾハンノキ(ヤチハンノキ) (A. japonica S'fEUDEL var. arguta CALLUW) 

骨ヤハズハンノキ (A. 乱I[atsumurae CALL'EB.) 

特コパノヤマハンノキ(タュヵーヮハンノキ) (A. tinctoria SARW対T var. microphyIla 

CALLIER) 

ヤマハンノキ (A. tinctoria S,uWEN 'l' var. obtusiloba CAI,],lJm) 

ケヤマハンノキ(ェゾヤマハンノキ) (A. tinctoria SAIWEN'l' var. velutina HAI~，\) 

。シベリアハンノキ(A. fruticJsa RUJ>R. var. mandshurica CAJ,r.mR) 

持ヒメヤシヤプシ (A. pendula MA'fSUMUHA) 

(2) 来合髄棋の Î{-在しない樹極

ミヤマハンノキ (Alnus Maximowiczii CAr,r.mn) 

ヤシヤプシ(A. firma S. et Z.) 

骨ミヤマヤシヤプシ (A. firma S. et Z. var. hirtella FHANClT1' et SAVA'fUm) 

特オオパヤシヤプシ (A. Sieboldiana 恥I[A 'l'SU3ft:RA)

上記の関係を既往の研元結県と比較検汁するに，筆・者が挙た楽合髄かiiを有する樹種に就て

は，ヒメヤシヤプシは未記11売のもので比較資料を欠くが，共の他の樹阻に於ては，すべて一致

して問題はない。

然しながら p 紫合髄線のイ{-fr: しない樹郁 rll ミヤマハンノキに就ては，i"f合p 金司王，藤fild ， 袋

三丸山林等は何れも乗合髄械をイfする樹問として r'j己iほしてゐり，筆者。拍県とは全く相反して

企 (土植栽樹種。 長 l土末記載種。
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ゐるが，との点に関しては，之が産地や111，1休或は樹f*v部位等の差異にもと少〈変与毒性による

ものか， .或は他の原 l人i に 1\1来するものか，とれだけの資料にては濯かに判定しがたいが，以下

述べる諸点よりして砂(往の文献の記載には甚だ疑問の点なきを得ない。

(1) 筆者の供試々料は第 1 去にある迅りで，梓た産11l1ll体p 北海道産 4 1Jr'M本，上高地産 2

f肉体で，特に北海道産の中 21同体については胸高部以外i乙 p 樹幹解析の試料の11'集方法になら

って円板をとって試料とし，且校条についても観察して部位的な検討を力JI えたが，何れの試料

に於ても肉n民的に，或は顕微鏡的にも flJJ らかに仔布しない(附図 No.5) 。

(2) 既往の研究資料i乞於ては只記載だけで，そのイ[-在を実証する写員等の資料は見当らす=

且っその記;1主も i議日Ij去にあるのみで本文iこ於てはその存在を明らかにしていないものが多い。件

又，上村 (7)はハンノキ仔;を限定する特徴にやはり楽合髄紘の存在するととをるげている点よ

れ既往l乙於ては一般にハンノキ類には必十紫合髄械が存在ナるものと信ぜられ，その先入観

念に基いて記iほし詐車IIj な調杢研究を欠いたための説認と推定される点がある。

更にヤシヤーf シ類以11 ちヤシヤブシ， ミヤマヤシヤプシ，オオパヤシヤプシについては，多く

の研究者は取り上げて居らや，注意も払わなかったようであるが，その 'I~ ヤシヤプシのみは己

に藤岡・えた火仰の研究に於て，その材程検索表qq亡，との樹種を来合髄線を有しない部類に入

*Lてイ也のハンノキ芳'f (ハンノキ p ヤマハンノキ， ミヤマハンノキ，カハラハンノキ)と区別し

て居り，筆名ーの研究私刊Lと一致している。然しながら両氏はその導管;の穿孔型に就いてヤシヤ

プシを単一穿孔 (Simple perforation) の部土rlに入れているがp 筆者の試料I乙於ては他のハン

ノキ属樹極と等しく階段状 (Scarariform) であって(附図 NO.4 参J!H) ，なむ)ÆII~の点が残

されている。とのl，;，に関しては，更に多くの試*干の入手をまって追究するつもりである。

一般に林業 I二で・は，ヤシヤプシ類は他のハンノキ知と区日 IJ して取吸われているようで，崩壊

地の砂防工事等l乙杭栽されて好結果を得ているととはfr!i]J，n されているととであるが，之等ヤシ

ヤプシ類 4 極の 11: 1 ， ヒメヤシヤブシのみに来合髄械の存在するととは比立を裂するととでる

る。

乗合髄*Jj~のイ{.t;~ と樹間との関係については以上のようであるが，との関係がfJ!(物分類学的に

或は系統発生学的に如何なる関係にあるかの研究は興味ある問題であろう。

V 狭麓線の性質

狭髄線l乙関する研究は専ら触断固に於ける解者IJ学的'I']:'l''tについて行ったが，その給処の概要

は UÇ6 表の誼りである({立!'îCI二各枝JHt毎に上段i乙山林氏の研究結県を筆者の記載法によって示

した )0

今とれに関して比較検討を加えてみれば火の如くである。

発河合i土，文献( 1 )で本文に緊合髄線の存在を記載しているが，甚だ友いまいな点が主J る。
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枯! 名穏

ン ノ

エゾハ ンノキ

(ヤチハンノキ)

ヤハズハンノキ

コパノヤマハンノキ

(タニガワハンノキ)

ヤマノ、ンノキ

ミヤマヤシヤプシ

オオパヤシヤプシ

林来試験場研究報??第 52 号

古川友狭髄紘の'1色町

触断面に於ける塑 胴長大;並.列

Aa Ab I Ac ! Ad i Ae Af I B巾b'l Bs: μ l 細胞高 l 細胞数

10-15(24) 1-(2) 

I 1O~23 I 27-34 1 1-(2) 

36l 

キ l 山林十十 + 
小林十|十一ト| )

 
土(

 

ート ++ 6~18 

38 

++ 十+ j( 土)i 

34-3711 :C2) 

28~40 11-~2) 十 十+/ 7-13 

註 (+ ) 出現数以めて少い。(土) 出現数極めて少し旦試料によっては出現しない。

十 出現数比較的少い。

+ト 出現数lt絞的多い。
十十十 殆んど一つの型のみ出現する。

(1) 髄杭型と樹加との関係

(A) 各樹極とも Ab 型のものが多いが所んどとの型のみのIf\現をみるものにヤハズハンノ

キ・4・， コパノヤマハンノキ， ケヤマハンノキが挙げられる。但しケヤマハンノキについては山

林(5) は Ab 及び、 Af の両型よりなるとしている。

(B) Aa 型はミヤマヤシヤプシ，オオパヤシヤプシによじ[i主的多く H日児し，ハンノキ，ヱゾ

ハンノキ，ヤマハンノキ，ヒメヤシヤプシ，ヤ宇ヤプシにも世l!c. 111王見する。イn し山本主(5) I土，ハ

ンノキについては Aa 型が主であり，ヤマハンノキに於ては Ab 型を主としてゐり主任;お-1/)紡込

とは机具している。

持試料により似めて{蛮かに Ae 型が出現する。
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(C) 呉'i"U:fiíWí~でるる Ac 型lì来合髄械を千fせざる樹極にlli{ られている。

(D) 複列髄棋はオオパヤシヤプシにj誌も多く/1'，岨するが，一般にヤシヤブシ知に比較的多

く， ミヤマハンノキとヤマハンノキにおiめ℃僅かに/1 1現ずる。

(E) 髄~~J~ :I//j~'乙 }j先てはハンノキ，ヤマハンノキ， ミヤマヤシヤプシ等が比較的広(，ケヤマ

ハンノキ， ミヤマハンノキ等が狭い部制に入る。

(F) 最λJIII胞Jiiについては変異性えなることを示して居る。

(G) 並列?:flI JJ包数がダffんど 1 列D ものよりなるものにエゾハンノキ，ヤハズハンノキ，コパ

ノヤマハンノキ，ケヤマハンノキがあげられ他のものは !ill少ながら4瓦列髄線の {f.在を示してい

る。

(2) 髄協和1I胞の形状比につし、て

山林(ω5め〉は lリ[lí日間1\l日悦附j出出車制制制If川川H叩i印1胞包θ:全全てが同形でで、然も一樹陀を泊じて同y河形|μ予白場f合干は髄t紘j泉A凶車和制l旧H胞の7形lμ手勾J態島の差異が

直ちに同E忌属主誌~~I !山!日山\Jに於ける位樹J吋f

ミ (σJug副lans mandshnrica MAX.) とテウチググ，<)ルL ミ(}. s討inensis DOlH~)との関係をあげてた

られるが，な必同氏は狭髄線θ標準型θ範例として Aa 型i乙ハンノキを， Ab 型にヤマハンノ

キを挙て居られ，一見との細胞型の相遣が両者間!の識別拠点となりそうであるが，筆者の観察

結果では既に I目的せし!f，fIく何れも Ab 型がCÌ~で、との性質に就ては普通性を欠いてMる。然し乍

S; 

4' 

第 3 図

電線細胞由形 H犬比

四ーー- J、 :-J キ
ー-ーヤマハ~ I キ
ーー・ 1γマヤ押7乙

ものが最も多数であるととを示している。

(3 ) 向性，異性について

ら円形jう五広楕円形と民桁円形と心差異を

イ"5等か数値的i亡解析せん fl的を以ってその

j独断町に於ける rjl flI J市111胞の形状比をハンノ

キ及びヤマハンノキD両者と児に比較的 a

型の 111現数えなるミヤマヤシヤプシの試料

について ìJlIJ定した紡!f~は第 7 去の通りでる

って，ハンノキとヤマハンノキとのItllには

顕著なる差異はみられや両#とも形状比

2.0 内外のものが故も多〈 ξ ヤマヤシヤプ

シに於ては] .0~2.0 のものが主で 1. 5 <D

玩往の文献に於てはやifAしもハンノキ属む髄棋は同性 (Homogeneous) であると記，1売されて

Jú り，筆者の試料に於ても将~ね [liJ ーであるがヤシヤプシ知に於てはしばしば縦列車IH胞よりなる

単ダIJ髄棋と横臥主111胞と縦列市111胞の同iおAよりなる単列或は桜列の見性 (Heterogeneous) のもの

が泌:(t: して居 Ì) f波訟には完全なる ['iJ性とは云い真It い。

こ ü等の髄棋は触!祈j!'Jiに於て符 J..bに観察され，更に径!祈 ri'l jに於てもその存在は確l認された
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(附凶 No.4) 。

_W f乙ヤシヤブシ類以外の樹杭に必ても，ヤハズハンノキ及びミヤマハンノキの各 11肉体につ

いて倒〈締で、はあるカ~';'~t!:髄線のイjザ1:がît\lî"\をされた。

VI 摘要

本主11産ハンノキE首相材の識別jに関する研究をHい，髄むitの性1fT f乙関してvえのような新生J1~!を

1'Jた。

1. 一般にハンノキ属の材には紫合髄械を有するものと認識されているがp 既失Jlのヤシヤプ

宇のf也に， ミヤマハンノキ， ミヤマヤシヤミf シ，オオパヤシヤプシの 3 干置にもイ子在しないとと

が"J]らかになった。

然しながら， ミヤマハンノキ i乙就ては，岐に研究記11売があって， f医者の研究結*とは相反し

て川るが，とのllÎ，については，産地或は1[，'，1休(I'J;'~': 呉事に l正予くものか，にわカミに断定で、きない

がp 種々の:rJf.'IW よりして，既11:の研究者の誤認に山来するものと推定される。

2. ヤシヤプシに米合髄~Jí~Vf["在しない点は，牒I~d ，震火仰の樹脂検索炎中の記iほと一致す

るが， 両氏がその導管の穿孔型を単一型の rl1に入れているに反し，筆者のi式料i乙於ては l明らか

に他のハンノキ属樹T:ífi: と等しく階段状であり，との.'，'iJ'kU!Jなきを件ない。

TM して所;l!?ヤ手ヤブシ類の 11 1 ，ヒメヤシヤプシのみに策合髄悦のイ子治:するととは注意を~す

る。

3. 狭髄棋の'1!J: Z.lーは一般(II，Jに変異性たで，同同信HíltH\lの識別拠}，I，i，としての価値は小さいが，

ヤシヤブシ好!に比較的復列髄棋の I i'l現多い点は識ijリ l二の参考になる。

4. 版社;の支献に於ては，との民のf飽和j~はすべて/1(1性と記持され℃いるが，梢陀によりその

/1\税率は小さいが，横臥市10胞と縦列車!Il胞よりなる異性髄線が出向している。

5. 米合髄~;í~の千fイ1: をハンノキ日全樹材の特徴としている識別夫等は訂正されなければなら

ない。
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R駸um� 

Wood anatomical characters were studied on the Japanese species of Genus 
Alnus, and some new knowledges on the characters of wood ray were obtained. 
They are as follows:一

1. Although the wood of Genus Alnus are generally believed to be possessing 

aggregated rays, the absence of that type of ray was ascertained in Miyamaｭ
hannoki (Alnus Maximowiczii CALf,TEl:), Miyamayashabushi (A. firma S. et Z. 
var. hirtella FUA1¥CH ]0;'1' et SAY 1も'J'J ER) and Obayashabushi (A. Shieboldiana MA'fSUｭ
lI!URA) besides Yashabushi (A. firma S. et Z) which was already known. As f� 

Miyamahannoki, the result was reverse to the previous writer's descriptions. 
For various reasons , this reversion may be attributed to the misconception of 

previous writers. 
2. On the absence of aggregated ray in Yashabushi , the author's result 

agreed with the descriptions in the seggregating keys of M. Fujioka ancl C. 
Kaneshi. Yet contrary to the fact that the latters enumerated this species n 
simple perforation-groupe, the author observed apparently that this species has 

scalariform perforation like other Alnus species. It is interesting that only 
Himeyashabushi (Alnus pendula MA'fSU~ll 'J {A) has aggregated ray among other 

Yashabushi -group. 
3. The characters of narrow rays are generally very ricn in variation, ancl 

their discriminating value is rather small, althouga somewhat frequent appearance 
of biseriate rays in Yashabushi-group may be of use for descrimination. 

4. In the previous literatures, the ray type of this genus has been described 
to be exclusively homogeneous. But in some species, heterogeneous rays appear 
mixing with homogeneous ones a"thongh the appearance of the former is not 

frequently. 
5. The previous keys which is characterizing the whole Alnus species with 

aggregated ray shoulcl be corrected. 
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No.2. 蝕i祈師に於ける後令髄線

の彩感(ハンノキ)

Aggregated ray on the tangential 

section. (Alnus japonica 

S'J'お l'DE I.) x50 

No.4. 異性 f泌がil

(ヤシヤプシ)

Heteroge::leous ray.Yasabusi 

(Alnus firma S. et Z.) x 50 
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No.5. ミヤマハンノキの横断面

霊長合髄線の存在しないこと守示す。

Tr江口svers section of Alnus MaximowﾍCzii CAJ.I.IE J:, 

showing th巴 absence of Aggregated rayE'. X 20 


